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報告事項 

 1. 第 14 回 FIFA カウンシル（2020 年 12 月 4 日開催）の件 

 第 14 回 FIFA カウンシル会議が 2020 年 12月 4日（金）にオンライン上で行われた。主な決定・

報告事項は以下の通り。  

1.女子選手保護の観点から出産休暇規定や産休中の給与保証など労働条件の最低基準を定め 

る規則導入を承認した。 

2.指導者の契約に関する雇用条件の最低基準等を定める規則導入を承認した。 

3.FIFA と各大陸連盟の Covid-19 合同ワーキンググループによる協議の結果、インターナショ  

ナルマッチカレンダーに関する以下の変更を承認した。 

(1)男子 

① CONCACAF：2021 年 9 月、10 月、2022 年 1 月、3月の各ウィンドーに 1日追加し、マッ

チ数をそれぞれ 2 試合から 3 試合に変更する。 

② UEFA：2021 年 3 月、9 月の各ウィンドーに 1 日追加し、マッチ数をそれぞれ 2試合から

3 試合に変更する。 

(2)女子 

① UEFA 以外の全大陸連盟：各大陸連盟のチャンピオンシップの決勝大会のために確保して

いた 2022 年 10 月 31 日～11 月 20 日のウィンドーを 2022 年 1 月 17 日～2月 20日に変

更する。 

② 全大陸連盟：インターナショナルマッチウィンドーとして確保していた 2022 年 7 月 4

日～8 月 7 日の期間を 2022 年 6 月 27 日～7月 31日に変更する。 

③ 全大陸連盟：2022 年 6 月 13 日～6 月 21日に予定されていた Type 1 ウィンドーを同 6

月 20 日～6 月 28 日に変更する（同 6 月 27 日～7月 31日の期間で控えている各大陸連

盟の決勝大会に向けた最早の選手リリース開始期間と一致させるため）。 

④ UEFA：UEFA 女子 EURO2022 を 2022 年 7 月 6 日～7月 31日に開催する。 

[注] 

女子については、所属クラブが協会に選手をリリースする期間について、以下の 3 通りが

定められている。 

Type1 ウィンドー：月曜日から翌週の火曜日の夜まで(計 9 日間) 

Type2 ウィンドー：月曜日から翌週の水曜日の夜まで(計 10 日間) 

Type3 ウィンドー：月曜日から翌週の土曜日の夜まで(計 13 日間) 

4.第 71 回 FIFA 総会を東京開催から 2021 年 5月 21日にオンライン形式での開催に変更する

ことを決定。 

5.FIFA クラブワールドカップ 2021 を従来の７チーム参加の形式で 2021 年後半に日本で開

催することを決定。 

6.英国の EU 離脱に伴い、同一国内（英国国内の協会間）であれば EU 圏内と同様に 16 歳～

18 歳の未成年移籍が可能となるよう、規則改正を承認した。 

7.FIFA 医学委員会より、脳振盪（のうしんとう）対策のワーキンググループを立ち上げ、

脳振盪対策の戦略策定、教育、意識向上ほか研究を強化していく旨の報告があった。 
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8.次回 FIFA カウンシル会議を 2021 年 3 月 19日（金）に開催することを決定。 

 

 2. 第 30 回 AFC総会（2020年 12 月 9 日開催）の件 

 第 30 回 AFC 総会が 2020 年 12月 9日（水）にオンライン上で行われた。主な決定・報告事項は

以下の通り。  

1.北マリアナ諸島サッカー協会（NMIFA）について、AFC 準加盟から正規加盟への変更が承認  

された。 

2.2019 年監査済み財務諸表および監査報告書が承認された。 

3.2020 年修正予算が承認された。 

4.AFC 規約の規則改定が承認された。 

 

 3. 第 63 回 EAFF 理事会（2020 年 12 月 15 日開催）の件 

 

 

第 63 回 EAFF 理事会が 2020 年 12月 15日（火）にオンライン上で行われた。主な決定・報告事

項は以下の通り。  

1.2019 年 12 月 15 日に韓国・釜山で行われた第 62 回 EAFF 理事会議事録を承認した。 

2.EAFF レフェリープログラム 2020 について報告された。 

3.EAFF タスクフォースより EAFF 競技会に関する財政状況ならびに戦略について報告された。 

4. EAFF 法務委員会より EAFF 規約改正ならびに各種 EAFF 規則制定（EAFF 選挙管理規程、EAFF

規律および倫理規程、EAFF 組織規則）に関する報告が行われ、本件について協議した。 

 

 4. 第 4 回 EAFF臨時総会（2020 年 12 月 15 日開催）の件 

 第 4 回 EAFF 臨時総会が 2020 年 12月 15日（火）にオンライン上で行われた。決定事項は以下の

通り。  

 ・EAFF 規約改正ならびに EAFF 選挙管理規程、EAFF 規律および倫理規程、EAFF 組織規則の制定 

が承認された。 

 

 5. JFA アジア貢献事業 指導者海外派遣の件 

 

 

JFA アジア貢献事業の一環として海外に派遣している指導者 8 名を引き続き選任する。 

（1） モンゴル／U-20、U-17 女子代表監督 

氏  名：河本 菜穂子 

保有資格：AFC A 級 

（2） 北マリアナ諸島／代表監督 兼 技術委員長 

氏  名：三田 智輝 

保有資格：AFC プロディプロマ 

（3） ブルネイ・ダルサラーム／代表アシスタントコーチ・GK コーチ 兼 代表チーム統括 

氏  名：埴田 淳 

保有資格：A 級、GK-A 級 

（4） カンボジア／U-18 アカデミー 兼 U-20、U-18 代表監督 

氏  名：行徳 浩二 

保有資格：S 級 

（5） カンボジア／U-15 アカデミー 兼 U-16 代表監督 
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氏  名：井上 和徳 

保有資格：A 級 

（6） カンボジア／技術委員長 

氏  名：小原 一典 

保有資格：スペインサッカー連盟公認プロライセンス 

(7)  フィリピン／ユース育成ダイレクター 

氏  名：平田 礼次 

保有資格：A 級 

(8) ネパール/地域テクニカルセンターダイレクター 

氏  名：築舘 範男 

保有資格：S 級 

 

契約期間（原則）：2021 年 2 月 1 日～2022 年 1月 31日 

但し、派遣先協会の要望があるときは契約期間を変更する。 

派遣先協会の費用負担は指導者の国際航空券、住居、自動車の費用等で、これ以外の費用につ

いては、派遣先協会の財政規模等に鑑み折衝する。 

 

 6. 47 都道府県サッカー協会における技術担当者専任化の件 

   (報告)資料 1 

47 都道府県サッカー協会における技術担当者の専任化については、2019 年 10 月理事会において

47 都道府県サッカー協会（FA）向け補助金交付を決議し、各 FA と協議の上、技術委員会が決定

することとした。これを受け、FA から申請のあった候補者について技術委員会で審査した結

果、添付の通り、新たに 6FA で決定した。 

今後、未定となっている FA については申請があり次第、随時審査する。 

2020 年度に決定した FA： 15FA 

今回決定した FA：       6FA 

合計：                21FA 

 

 7. 2021 年度ナショナルコーチングスタッフ体制（サッカー男子・女子）の件 

 （報告）資料 2①② 

2021 年度ナショナルコーチングスタッフ【サッカー男子・女子】の体制を別紙の通りとし、そ

れぞれスタッフを選任した。 

 

 8. 2021 年度 S 級コーチ養成講習会受講者の件 

 （報告）資料 3 

2021 年度 S 級コーチ養成講習会受講者について、2020 年 12 月にトライアルを実施し、指導実

践・面談（分析試験含む）を行った結果、別紙の 16 名を決定した。 

参考：トライアル申込者数 42 名（辞退者 1 名除く） 

 

 9. 指導者資格審査：2019年度 S級ライセンス認定の件 

 指導者に関する規則第 4 条「ライセンスの認定」に基づき、2019 年度 S 級コーチ養成講習会を
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修了し、本協会技術委員会が適格と認めた以下 4 名に対してライセンスを認定した。 

なお、時崎氏については昨今のコロナ禍の状況に鑑み、技術委員会にて定めた「S 級ライセンス

認定に関する特別措置」※1 に基づき、暫定的にライセンスを認定した。 

 

氏  名 ： 葛野 昌宏 （くずの まさひろ） 

指導チーム： ヴァンラーレ八戸 

生年月日 ：  1975 年 7 月 2 日 

資  格 ：  2017 年 A 級コーチジェネラルライセンス取得 

指 導 歴 ：  2007 年～2013 年   佐川印刷 SC コーチ 

              2014 年～2017 年  ラインメール青森 監督 

       2017 年      愛媛国体青森県成年男子 監督 

              2018 年      ヴァンラーレ八戸 監督 

              2020 年      ヴァンラーレ八戸 ヘッドコーチ 

 

氏  名 ： 酒井 直樹 （さかい なおき） 

指導チーム： 日本体育大学柏高等学校サッカー部/柏レイソルアカデミー 

生年月日 ： 1975 年 8 月 2 日 

資  格 ： 2009 年 A 級コーチジェネラルライセンス取得 

指 導 歴 ： 2004 年～2005 年 柏レイソル U-15 コーチ 

       2006 年          柏レイソル U-12 監督 

       2007 年～2011 年 柏レイソル U-15 コーチ 

             2012 年～2014 年 柏レイソル U-15 監督 

             2015 年        柏レイソル U-15 コーチ 

             2016 年         日本体育大学柏高等学校サッカー部 ヘッドコーチ(出向) 

             2016 年～2020 年 日本体育大学柏高等学校サッカー部 監督(出向) 

 

氏  名 ： 髙﨑 康嗣 （ たかさき やすし ） 

指導チーム： 専修大学 サッカー部 

生年月日 ：  1970 年 4 月 10 日 

資  格 ：  2014 年 A 級コーチジェネラルライセンス取得 

指 導 歴 ：  1997 年～1998 年 茨城県立土浦第一高校 コーチ 

        1998 年     筑波大学蹴球部 コーチ 

       1999 年～2001 年 東京大学ア式蹴球部 ヘッドコーチ 

       2002 年～2003 年 川崎フロンターレ スクールコーチ 

       2004 年～2005 年 川崎フロンターレ U15 コーチ兼スクールコーチ 

       2006 年～2011 年 川崎フロンターレ U12 監督 

       2012 年     川崎フロンターレ U18 ヘッドコーチ 

       2013 年     川崎フロンターレ 地域コーディネーター 

       2014 年～2015 年 川崎フロンターレ スクールコーチ 

       2016 年～2018 年 グルージャ盛岡 ヘッドコーチ 

       2019 年～現在   専修大学 サッカー部 監督 
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       2003 年～2015 年 神奈川県 U12 トレセンコーチ 

       2013 年～2014 年 神奈川県 U16 国体チーム ヘッドコーチ 

       2004 年～2005 年 関東 U12 NTC トレセンコーチ 

       2009 年～2010 年 同上 

       2004 年～2015 年 47FA インストラクター（神奈川県） 

       2020 年～現在   同上 

 

氏  名 ： 時崎 悠 （ ときさき ゆう ） 

指導チーム： 福島ユナイテッドＦＣ  

生年月日 ： 1979 年 6 月 15 日   

資  格 ： 2014 年 A 級コーチジェネラルライセンス取得 

指 導 歴 ： 2007 年～      ＦＣペラーダ福島 監督 

             2010 年～2011 年    福島ユナイテッドＦＣトップチームコーチ 

             2012 年～2013 年    福島ユナイテッドＦＣ 監督 

             2014 年～      湘南ベルマーレユース（Ｕ18）コーチ 

             2015 年～2016 年 3 月 湘南ベルマーレユース 監督   

             2016 年 4 月     湘南ベルマーレトップチーム コーチ 

             2017 年～2018 年    湘南ベルマーレユース（Ｕ18） 監督 

             2019 年～      湘南ベルマーレＵ15ＥＡＳＴコーチ 

             2020 年～      福島ユナイテッドＦＣトップチームヘッドコーチ 

             2021 年～      福島ユナイテッドＦＣトップチーム 監督 

 

※ 2019 年度 S 級コーチ認定者数：10 名/15 名中（上記 4 名含む） 

※ 現 S 級コーチライセンス保持者数：509 名（上記 4 名含む） 2021 年 1 月 6 日現在 

※1「S 級ライセンス認定に関する特別措置」 

  国内外でのインターンシップに参加できない状況を踏まえ、条件を満たした場合に限り、

暫定的に S 級ライセンスを認定し、S 級ライセンス保有者として活動できることとした。 

 

 10. JFA Youth & Development Programme（JYD）新規パートナーとの契約締結の件 

 JFA Youth & Development Programme（JYD）において、以下の通り、新規パートナーシップ契約

を締結した。 

株式会社フィリップス・ジャパン 

設立：1987 年 9 月 

事業内容：医療機器、家庭用電気機器の輸入・販売及びサービス 

本社所在地：東京都港区港南 2 丁目 13 番 37 号 

契約内容：JYD テクニカルパートナー 

 

（備考）JYD の協賛企業は、以下の現行の 9 社から、上記 1 社が加わり 10 社となる。 

 ・アイリスオーヤマ株式会社（JYD オフィシャルパートナー） 

 ・トヨタ自動車株式会社（JYD オフィシャルパートナー） 

 ・ニチバン株式会社（JYD オフィシャルパートナー） 
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 ・株式会社モルテン（JYD オフィシャルパートナー） 

 ・東亜道路工業株式会社（JYD グリーンプロジェクトパートナー） 

 ・株式会社フジタ（JYD グリーンプロジェクトパートナー） 

 ・株式会社日本総合研究所（JYD サポーター） 

 ・デロイト トーマツ ファイナンシャルアドバイザリー合同会社（JYD サポーター） 

 ・株式会社ポケモン（JYD サポーター） 

 

 11. JFA ロングパイル人工芝ピッチ公認（新規）の件 

 【新規】 

申請者（施設所有者）：富士河口湖町  

施設名 ：くぬぎ平スポーツ公園 A コート（山梨県南都留郡富士河口湖町小立地内） 

使用製品： 積水樹脂株式会社 ドリームターフ PT2065RS+U-01 

公認期間： 2021 年 1 月 21 日～2024 年 1月 20日 

公認番号：第 247 号 

   

申請者（施設所有者）：富士河口湖町  

施設名 ：くぬぎ平スポーツ公園 B コート（山梨県南都留郡富士河口湖町小立地内） 

使用製品： 積水樹脂株式会社 ドリームターフ PT2065RS+U-01 

公認期間： 2021 年 1 月 21 日～2024 年 1月 20日 

公認番号：第 248 号  

 

申請者（施設所有者）：富士河口湖町  

施設名 ：くぬぎ平スポーツ公園 C コート（山梨県南都留郡富士河口湖町小立地内） 

使用製品： 積水樹脂株式会社 ドリームターフ PT2065RS+U-14-CF(Gr) 

公認期間： 2021 年 1 月 21 日～2024 年 1月 20日 

公認番号：第 249 号 

 

＜特記事項＞ 

使用製品は JFAロングパイル人工芝公認規程に基づく製品検査（ラボテスト）を完了している。 

当該施設は JFAロングパイル人工芝公認規程に基づく現地検査（フィールドテスト）を実施し、

基準を満たしている。 

 12. JFA ロングパイル人工芝ピッチ公認（更新）の件 

 【更新】 

申請者（施設所有者）：島原市 

施設名 ：島原市営平成町人工芝グラウンド（長崎県島原市平成町 1 番地 1） 

使用製品：積水樹脂株式会社 ドリームターフ PT2055RS＋U-10 ACS80-E（MG） 

公認期間：2021 年 1 月 21 日～2024 年 1月 20日      

公認番号：第 120 号 

 

＜特記事項＞ 

使用製品は JFAロングパイル人工芝公認規程に基づく製品検査（ラボテスト）を完了している。 
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当該施設は JFAロングパイル人工芝公認規程に基づく現地検査（フィールドテスト）を実施し、

基準を満たしている。 

 

 13. JFA サッカー施設整備助成事業の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「JFA サッカー施設整備助成金 交付要項」に基づき、助成金交付要望のあった次の案件につい

て、審査し交付を決定した。 

［申請概要］ 

1. 北海道 

(1)申請者   ：浦河町 

(2)申請区分  ：[助成区分 2] 地区サッカー施設整備助成事業 

(3)助成対象事業：人工芝（新設） 

(4)施設名   ：浦河町優駿の里公園多目的広場 

(5)計画地   ：北海道浦河郡浦河町字西舎 141-24 

(6)総事業費  ：185,130（千円） 

(7)助成金申請額：45,000（千円） 

(8)工期予定  ：2021 年 4 月 15 日～2021 年 10月 15日（予定） 

(9)交付決定日 ：2020 年 12 月 9 日 

 

 14. JFA グラスルーツ推進・賛同パートナー認定の件 

 下記の団体を「JFA グラスルーツ推進・賛同パートナー」として新たに認定した。 

※（ ）内は、主な活動場所／賛同テーマ 

 

 認定日：2020 年 12 月 15 日 

  1) 一般社団法人日本ミニフットボール協会（東京都／補欠ゼロ） 

  2) NPO ぺらーだ（埼玉県／引退なし・補欠ゼロ・障がい者サッカー・社会課題への取り組 

み） 

  3) 花野井サッカークラブ 

   （千葉県／補欠ゼロ・女子サッカー・施設の確保・社会課題への取り組み） 

  4) 一般社団法人 TRE（東京都／社会課題への取り組み） 

 

 認定日：2021 年 1 月 5 日 

  1) OCEAN SCHOOL（千葉県／引退なし） 

  2) 一般社団法人 中野エスペランサ スポーツクラブ（長野県／社会課題への取り組み） 

 以上の結果、現在の状況は次の通り。 

  2020 年度認定団体数       ：165 団体 

  ・2020 年度の新規認定団体数   ： 30 団体 

  ・2019 年度からの更新認定団体数 ：135 団体（152 団体中） ※更新は 7 月 15 日で完了 

   

  テーマ別 

  ・引退なし           ：101 団体 

  ・補欠ゼロ           ：125 団体 
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  ・障がい者サッカー       ： 86 団体 

  ・女子サッカー         ： 74 団体 

  ・施設の確保          ： 41 団体 

  ・社会課題への取り組み     ： 73 団体 

 

 15. 小学校体育サポート研修会の件 

 目的 

小学校の体育の授業で以前はサッカーが必修だったが、現在は「ゴール型」競技のサッカ

ー、バスケットボール、ハンドボール、ラグビーのいずれかの種目を選んで行えばよいこと

となった。 

より多くの学校やクラスでサッカーを選んで授業を行ってもらえるよう、JFA は、新学習指導

要領に沿った、JFA が推奨する内容（※）を伝える場として、小学校の教員を対象に「体育授

業サポート研修会」を開催している。教員自身がサッカーや児童とのふれあいを楽しめる授

業ができる内容となっており、特に体育や運動を専門としない教員やサッカー未経験であま

り関心のない教員に受けてもらいたい研修会となっている。 

※「新・サッカー指導の教科書」 http://www.toyokan.co.jp/book/27/b454047.html 

 

開催概要 

1) 日程      ： 2020 年 10 月 10 日（土）  

   会場      ： 四国大学（徳島県徳島市） 

   インストラクター： 尾形行亮氏    

   受講者数    ： 20 名 

   開催レポート  ： https://www.jfa.jp/coach/news/00025502/ 

2) 日程      ： 2020 年 11 月 21 日（土）  

   会場      ： 豊見城市民体育館(沖縄県豊見城市）  

   インストラクター： 北野孝一氏 

   受講者数   ： 4 名 

   開催レポート ： https://www.jfa.jp/coach/news/00025824/ 

※新型コロナウイルス感染の影響により、2020 年の開催は 2 件のみとなった。 

 

 16. 公認指導者研修会［障がい者サッカーコース］の件 

 目的 

「障がい者サッカー」の指導の基本を理解する。 

＝ サッカー指導の知識と経験をどのように障がいのある選手に適用できるかを知る。 

＝今後の活動において「障がい者サッカー」に関わりを持つ機会とする。 

＝ サッカー指導の知識と経験、熱意にプラスして、どうしたら「障がい者サッカー」に役立つ

かを考える。 

 

開催概要 

1) 日程      ： 2020 年 11 月 14 日（土）- 15 日（日） 

  会場      ： J-STEP（静岡県静岡市清水区） 
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  インストラクター： 上野二郎氏、北野孝一氏 

  受講者数    ： 10 名 

  開催レポート  ： http://www.jfa.jp/news/00025732/ 

2) 日程      ： 2020 年 11 月 28 日（土）- 29 日（日） 

  会場      ： JFA 夢フィールド（千葉県千葉市美浜区） 

  インストラクター： 北野孝一氏、上野二郎氏、皆川新一氏、今泉幸広氏 

  受講者数    ： 19 名 

  開催レポート  ： https://www.jfa.jp/news/00025880/ 

3) 日程      ： 2020 年 12 月 5 日（土）- 6 日（日）  ※広島県 FA 主催 

  会場      ： 広島県スポーツ会館（広島県広島市西区） 

  インストラクター： 今堀佳明氏、北野孝一氏 

  受講者数    ： 21 名 

  開催レポート  ： https://www.jfa.jp/news/00025944/ 

※新型コロナウイルス感染の影響により、2020 年の開催は 3 件のみとなった。 

 

 17. 障がい者についてのハンドブック発行の件 

 目的：  

・「Football for All」JFA グラスルーツ宣言の実現 

・障がい児や障がい者が誰とでも当たり前に交われるサッカー界の実現 

・サッカーファミリーに障がい理解を深め、障がい児・者がサッカーを楽しめる場を増やす 

概要： A5 版 40 ページ／80,000 部 

配布先： 

JFA 登録チーム（JFAnews1 月号同梱） 32,000 部 

地域 FA・都道府県 FA（100 部×55）  5,500 部 

JFA・関連団体職員等   600 部 

日本障がい者サッカー連盟   300 部 

障がい者サッカー7 団体(100×7 団体)   700 部 

SDGs 関連活動 10,000 部 

その他（希望発送対応等） 30,900 部 

※指導者・審判関連、特別支援学校等への配布については別途調整 

タイトル： 

ひろげよう！ サッカーファミリー 次の 100 年へ 

誰一人取り残さない世界を 障がいのある仲間とともに 

趣旨（ハンドブック「はじめに」より）： 

サッカーを愛する私達にとって、サッカー、スポーツを共に楽しむ仲間が増えることは喜び

です。 

誰もがすぐに一緒に楽しめるのがサッカーの良いところ。みんな楽しむという「当たり前」

をもっと広げ、伝えていきたい。関わり、出会いを増やしたい、広げたい。それは、障がい

がある人も同様です。様々な種類の障がいがあっても、サッカーはちゃんとある。サッカ

ー、スポーツをあきらめる必要などありません。 

そのためには、それを当たり前にしてくれる仲間がもっともっと必要です。 既にそれを当た
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り前にしていただいている皆さんもいらっしゃいます。でもその一方で、そう思うけれど、

気になっているけれど、踏み出せない、どうしたら良いかわからない、知らなくてわからな

いから不安、という人もたくさんいらっしゃるかもしれません。そんなことを考えてみたこ

とがなかった、という人もいらっしゃると思います。 

そのような皆さんが、一歩踏み出せるように、考え方と事例を示し、具体的に行動してみる

ためのきっかけをつくりたい、というのがこのハンドブックを作成しようと考える動機で

す。 

日本サッカー協会は、2021 年に 100 周年を迎えます。サッカーファミリー、次の 100 年に向

けて、 サッカーをもっと広く深く豊かに、誰にとってももっともっと身近に。サッカーを通

して共生社会の実現を目指しましょう。その力がサッカーにはあります。 

 

 18. 2021 年度 JFA・WEリーグ/なでしこリーグ特別指定選手制度の件 

 2021 年度 JFA・WE リーグ/なでしこリーグ特別指定選手制度の概要について、別紙の通り定め

る。 

（報告）資料 4 

 

 19. 審判指導者との契約の件 

 （報告）資料 5 

以下の審判指導者と契約（新規）を締結した。 

東城 穣（とうじょう みのる）氏 

契約期間：2021 年 2 月 1 日～2022 年 12月 31日 

担当業務：J リーグ審判デベロプメント マネジャー 

 

 20. JFA グラスルーツ推進・賛同パートナーカンファレンス 2020開催の件 

 以下の通り、JFA グラスルーツ推進・賛同パートナーカンファレンス 2020 を開催した。 

 (1)目的   ： 

JFA グラスルーツ推進・賛同パートナー制度は「引退なし」「補欠ゼロ」「障がい者サッカ

ー」「女子サッカー」「施設の確保」「社会課題への取り組み」をグラスルーツ推進のキ

ーとなるテーマと捉え、各テーマに沿う活動に取り組む団体を賛同パートナーとして認定

し、活動を広く紹介するものである。同カンファレンスでは、賛同パートナーの活動の好

事例を全国の指導者らと共有し、各々のグラスルーツでの活動の一助となることを目的と

している。 

(2)主催   ：公益財団法人日本サッカー協会 

(3)開催方式 ：ZOOM ウェビナーによる 

(4)開催日  ：2020 年 11 月 24 日・27 日、12 月 4 日・8日・11 日・18日の 6回に分けて開  

        催 

(5)開催時間 ：各回 午前 7:30～8:30（1 時間） 

(6)参加料  ：無料 

(7)参加者  ：438 人(述べ人数)、153 人(実人数) 

(8)プログラム： 

 7:30-7:40 オープニング、趣旨・テーマ説明、ゲストスピーカー紹介 
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 7:40-8:10 ゲストスピーカー講演（30 分） 

 8:10-8:30 質疑応答、クロージング 

(9)スケジュール： 

■第 1 回 11 月 24 日(火) 

【テーマ】引退なし 

【ゲストスピーカー】春日イーグルス(福岡県春日市) 会長 渡邊 透氏 

春日イーグルスは 40 年前に設立された。ヨーロッパ型の総合型クラブを目指し、地域

の人達が継続してサッカーやスポーツが楽しめるように、自治体の協力を得ながらク

ラブを運営している。子どもからシニアまで継続でき、クラブから離れても戻って来

られる、みんなの居場所を実現している。 

■第 2 回 11 月 27 日(金)  

【テーマ】補欠ゼロ 

【ゲストスピーカー】見附小学校サッカークラブ(新潟県見附市) 監督 大塚純一氏 

新潟県の見附小学校サッカークラブは、何らかの理由で試合に出られない、あるいは

サッカーを続けられなくなった子どもたちのために 20 年前に設立された。グラスルー

ツ推進・賛同パートナーになったことを機に、地元で「補欠ゼロ」の大会を開催し、

「補欠ゼロ」をベースとした理念を地域に広げている。 

■第 3 回 12 月 4 日(金)  

【テーマ】障がい者サッカー 

【ゲストスピーカー】A-pfeile(アフィーレ)広島（広島県広島市）代表 坂光徹彦氏 

アフィーレ広島は 2013 年にアンプティーサッカー（切断障がい者がプレー）のチーム

を設立し、2015 年にブラインドサッカー、2017 年に電動車椅子サッカーのチームを

次々に立ち上げた。現在も他のカテゴリーのチーム設立を進めている世界でも稀な障

がい者サッカーの総合型クラブである。 

■第 4 回 12 月 8 日(火)  

【テーマ】女子サッカー 

【ゲストスピーカー】スフィーダ世田谷 FC(東京都世田谷区) 代表 稲田能彦氏 

スフィーダ世田谷 FC は、なでしこリーグ 2 部優勝のトップチームを運営する女子サッ

カークラブだが、強化・育成だけでなく、ママさんチームを創設したり、小学生年代

の女子サッカーの大会を開催するほか、ウォーキングサッカーなど障がいの有無にか

かわらず、誰もが楽しめる場をつくるなど地域に根ざした活動を行っている。 

■第 5 回 12 月 11 日(金)  

【テーマ】施設の確保 

【ゲストスピーカー】リコプエンテスクール・アカデミー(愛知県豊橋市)  

代表理事 江口力也氏 

江口氏は、地域の人々の偏見や差別によって知的障がい児を公園で遊ばせることがで

きなかった経験から、自己資産と融資を元手に施設を建設し、障がい者福祉事業、サ

ッカースクール事業、施設管理事業をそれぞれ別法人で設立し、その三つの法人を連

携させることによって施設の維持・管理やコーチ・スタッフの雇用を安定的に継続で

きる仕組みを構築している。 

■第 6 回 12 月 18 日(金)  
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【テーマ】社会課題への取り組み 

【ゲストスピーカー】プチユナイテッドアスリートクラブ(山形県山形市)  

監督 荒木秀和氏  

荒木氏は、フットサルを通じて不登校やひきこもりの子供、障がい児などの居場所を

つくり、社会から離れていった子供たちを再び社会につなぐ活動を行っている。長い

間、自宅を使って自費で子どもたちの世話をしていたが、その活動が理解され、現在

ではクラブハウスを保有するまでになった。 

 

 21. 名義使用申請の件 

 申請団体： 特定非営利活動法人日本ブラインドサッカー協会 

行事名称： さいたま市ノーマライゼーションカップ 2021 

場所：   サイデン化学アリーナ（埼玉県さいたま市） 

開催日：  2021 年 2 月 20 日（土） 

主催：   さいたま市／特定非営利活動法人日本ブラインドサッカー協会（JBFA） 

協賛：   アクサ生命保険株式会社／株式会社アセットリード／SMBC 日興証券株式会社／ 

      株式会社朝日新聞社／KPMG ジャパン／味の素株式会社／全日本空輸株式会社／ 

      株式会社丸井グループ／参天製薬株式会社／TANAKA ホールディングス株式会社／ 

      株式会社インソース／双日株式会社／株式会社トーコンホールディング／ 

      アルファロメオ／リノシー 

後援：   厚生労働省／スポーツ庁／観光庁／ 

      公益財団法人日本障がい者スポーツ協会日本パラリンピック委員会／ 

      公益財団法人日本サッカー協会／一般社団法人日本障がい者サッカー連盟／ 

      埼玉県／一般社団法人埼玉県障害者スポーツ協会 

目的：   さいたま市ノーマライゼーション条例の啓発事業 

内容：   ブラインドサッカー 20 分ハーフ 1 試合  ※無観客／動画配信 

 

申請団体：ヨコハマ・フットボール映画祭実行委員会 

事 業 名：ヨコハマ・フットボール映画祭 

主 催：（特非）横浜スポーツコミュニケーションズ、ヨコハマ・フットボール映画祭実行委員 

    会 

協 賛：gol. 、ジョイホース横浜、セリエ、ノジマステラ神奈川相模原、GOAL STUDIO、カサト

レジャパン、コカ・コーラボトラーズジャパン、相模ガス 

後 援：（公財）日本サッカー協会、横浜市市民局、（一社）日本女子プロサッカーリーグ、 

（一社）神奈川県サッカー協会、（公社）日本プロサッカーリーグ、（特非）日本ブラ 

インドサッカー協会 

協 力：横浜シネマ・ジャック＆ベティ、（一社）コミュニティシネマセンター・横浜シネマ 

ネットワーク 

期 日：2021 年 1 月 30 日（土）～2 月 5日（金） 

会 場：かなっくホール(神奈川県横浜市神奈川区東神奈川 1-10-1)他 

内 容：サッカーの競技ルールやその周辺の価値体系などをテーマとしたサッカー映画の上映 

※併せて、「JFA100 周年記念事業」と銘打つ権利も付与する。 
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 22. 裁定委員会に関する懲罰の件 

 裁定委員会（委員長：本林徹）より報告された懲罰案件について報告する。 

 

 

 23. 規律委員会に関する懲罰の件 

 

 

規律委員会（委員長：中島肇）より報告された懲罰案件について報告する。 

 

 

 

 

 


